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 の中村佐平治家は、福島第百七国立銀行との取引も見られるが、梁川第百・一国立銀行との取引が中
 心的であった。梁川第百一国立銀行は、このような中村家との取引状況に加えて、預金貸出業務で
 は商業者・農業者が取引の中心であった事、福島支店を早々に閉店した事から見て、梁川地方に在
 住する高額所得者との取引が中心であ1つたと思われる。
 国立銀行満期後の明治後期の第百一銀行は、国立銀行期と同様に、梁川地方在住の高額所得者が
 大株主・重役の中心であった。プ方、座繰製糸から器械製糸への移行に伴う、梁川地方蚕糸業の相
 対的な地位低下の影響もあり、第百一銀行の経営は伸び悩む事になった。そして第百一銀行の取引
 先については、中村佐平治家を含んだ梁川地方在住の高額所得者が中心であった。梁川地方在住の
 高額所得者にとっては、国立銀行期に引き続き、第百一・晶銀行は一種の機関銀行的な役割を果たして
 いたと言えるだろう。
 1913年には中村佐平治が社長である梁川信託株式会社が設立され、梁川第百一銀行は梁川地方に
 おける唯一の地方金融機関ではなくなった。梁川信託株式会社の取引先は、第百一銀行と必ずしも
 重複していなかったが、梁川地方に集中していた。梁川信託株式会社は、梁川地方在住の高額所得
 者、梁川地方の蚕糸業と密接な関係を有し、地域経済において第百一銀行を補完する役割を果たし
 ていたと思われる。
 中村佐平治は、梁川信託株式会社設立・梁川銀行設立計画に関しては、梁川地方在住の他の高額
 所得者とは異なった動向を示した。信託会社のままでは、荷為替・送金・預金・手形割引を行い、
 事業を拡大していくのに不都合が生じてきたので、中村佐平治は梁川信託株式会社を銀行業に転換
 する事を構想したのである。中村佐平治は、梁川銀行を設立する事を計画し、!920年に大蔵省で陳
 情を行ったが、大蔵省の返答は第百一銀行との合同を前提として銀行設立を認可するとの内容であ
 り、第百一銀行と別個に梁川地方で新銀行設立を目指す中村佐平治の構想は、挫折を余儀なくされ
 た。結局1923年には、信託業法の最低資本金制限に伴い、梁川信託株式会社は単独での経営継続が
 できなくなったため、梁川第百一銀行と合併する事になった。第百一銀行と梁川信託株式会社との
 間で重役兼任が多かった事、及び第百一銀行と梁川信託株式会社が共に梁川地方の蚕糸業と密接な
 関係を有していた事が、両社の合同が実現した要因であったと思われる。
 第百一銀行は、梁川信託株式会社を合同した後には、第一次大戦後の反動恐慌の影響もあり、経
 営は悪化した。このような第百一銀行の経営停滞は、地域産業である梁川地方蚕糸業の衰退を反映
 したものであった。梁川地方での器械製糸・紡績会社の設立は、後発だったため、座繰製糸衰退に
 伴う梁川地方の相対的な地位低下に対しての、有効な打開策にはならなかった。第一次大戦後の梁
 川製糸株式会社・梁川紡績株式会社の経営悪化は、両社に貸出を行っていた第百一銀行の経営にとっ
 て負担となっていた。
 昭和恐慌期には、福島商業銀行の休業が波及し、第百一銀行は預金取付を受ける事となった。第
 百一銀行は経営再建を目指したが、1928年5月10日には、日本銀行福島支店の臨時検査により、取
 引先である梁川倉庫株式会社で空券が発見された。これにより、第百一銀行の経営再建は不可能と
 なり、1931年10月に破産宣告を受けるに至った。第百一銀行は、設立以来一貫して梁川地方在住の
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 島県浜通りに営業範囲を拡大していき、仙台市内在住の有力資産家にとっての機関銀行に止まらな
 い側面を有していた。そして、昭和恐慌期の銀行合同進展に伴い、七十七銀行は宮城県において中
 心的な位置を占めるに至ったのである。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、明治期から昭和金融恐慌期にいたるまでの時期、日本における地方金融機関が地域経
 済や地域社会の構造とどのような関わりをもちながら成立と展開をみせたのかという問題を明らか
 にするため、旧城下町を母体とする地方都市仙台で設立経営された七十七銀行と.全国有数の養蚕
 地帯福島伊達地方で設立経営された'画一銀行という二つの事例をもとに実証的な分析検討を試みた
 ものである。
 本論文の分析を通じて明らかにされた内容を大きくまとめれば、以下のようなものである。
 1)設立期以降の国立銀行時代、梁川百一銀行は!880年代以降公金取扱業務のビジネスチャンス
 を獲得出来ず、生糸の集散地であった福島の製糸金融業務に携わる機会を逸したのに対し、同時期、
 旧仙台藩の士族授産を目的として設立された仙台第七十七国立銀行は、公金取扱業務を担い、旧城
 下町仙台に止まらない宮城県全域におよぶ営業範囲の拡大に成功していったこと。
 2)梁川'百一銀行は、終始、梁川近在の商業者・農業者を株主・重役とし、また融資先ともする
 ような、一種の「機関銀行」的な経営展開をみせたのに対し、仙台七十七銀行は、仙台市内在住の
 旧仙台藩士族や有力資産家との「機関銀行」的関係が形成されず、第一銀行からの人的・金銭的支
 援を受けながら第一次大戦期には県外進出を実現していったこと。
 3)百一銀行は、その「機関銀行」的な性格によって1920年代の主要貸出先経営破綻によって銀
 行経営が悪化し、1931年には最終的な破産宣告を受けるにいたるのだが、「機関銀行」的性格をも
 たなかった七十七銀行の場合は、1920年代の金融不況と大蔵省の銀行合同政策を契機として最終的
 に1932年の七十七銀行新立合併において宮城県内諾銀行との銀行合同の中心となったこと。
 本論文は、第一次資料と先行研究の成果をふんだんに利用しながら.地域社会や地域経済との結
 びつきや二つの地方銀行経営の性格について実証的に明らかにしているものであるが、問題点とし
 て、1)「地域」の概念規定に曖昧さがあるために研究史的な位置づけが十分でないこと、2)どう
 して銀行経営を「地域経済史」に着目して検討する必要があるのかを明らかにし得ていないこと、
 3)二つの事例分析において相互を比較検討する目的が充分説明されていないこと.4)梁川百一銀
 行を「機関銀行」的な経営と規定する際の概念規定が不明確であること.5)製糸金融をはじめと
 して各銀行の金融取引や銀行経営業務に即した分析が十分でないこと、6)経営内容の性格規定が
 固定的で、両銀行の経営内容の歴史的変化が充分検討されていないこと、といった諸点があげられ
 うる。
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